
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
柿
田
川
は
、日
本
を
代
表
す
る
清
流
。

そ
の
保
護
活
動
に
生
涯
を
さ
さ
げ
て
き
た

公
益
財
団
法
人「
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
」は
、

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
柿
田
川
自
然
観
察
会
の
開
催
に
も

協
力
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。そ
の
会
を
代
表
し
て
、漆
畑
信
昭
会
長
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
将
来
の
夢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柿
田
川
の
湧
水
と
と
も
に

歩
ん
だ
人
生

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

社
会
の
見
方
が
変
わ
っ
た
40
年

管
理
を
行
う
ト
ラ
ス
ト
委
員
会
を
昭
和
63

年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
委
員
会
発
足

か
ら
3
年
後
に
は
全
国
か
ら
約
6
8
0
0

万
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
地
主
の
好
意
も

あ
っ
て
約
2
0
0
0
㎡
の
土
地
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
、
ト
ラ
ス
ト
委
員
会
は
財
団

法
人
「
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
」
と

な
り
、
土
地
の
買
い
上
げ
以
外
に
募
金
は

柿
田
川
を
地
下
水
汚
染
や
枯
渇
か
ら
守

り
、
そ
の
特
殊
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る

事
業
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
水
源
涵
養
林
を
育
成
す
る
た
め
の

植
樹
や
、
外
来
植
物
の
抜
草
な
ど
の
保
全

活
動
に
加
え
、
一
般
市
民
の
意
識
高
揚
を

図
る
た
め
に
自
然
観
察
会
、
自
然
学
習

会
、
清
掃
活
動
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

柿
田
川
に
対
す
る
社
会
の
意
識
は
大
き

　

富
士
山
に
降
り
注
ぐ
雨
や
雪
は
、
伏
流

水
と
な
っ
て
麓
に
あ
る
溶
岩
の
裂
け
目
か

ら
湧
水
と
し
て
現
れ
ま
す
。
駿
東
郡
清
水

町
を
流
れ
る
柿
田
川
は
、
そ
の
湧
水
群
の

中
で
も
最
大
規
模
で
あ
り
、
日
本
を
代
表

す
る
清
流
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

が
柿
田
川
自
然
保
護
の
会
を
立
ち
上
げ
た

の
は
昭
和
50
年
で
す
。
当
時
は
川
を
保
護

す
る
と
い
う
概
念
が
社
会
に
な
く
、
国
や

自
治
体
に
協
力
を
要
請
し
て
も
、
ほ
ぼ
門

前
払
い
で
し
た
。
そ
こ
で
ミ
シ
マ
バ
イ
カ

モ
（
水
草
）
の
保
護
活
動
、
水
質
調
査
、

自
然
観
察
会
な
ど
と
並
行
し
て
、
大
型
商

業
施
設
や
ク
レ
ソ
ン
栽
培
業
者
の
撤
退
要

請
な
ど
を
続
け
た
結
果
、
柿
田
川
の
湧
水

群
が
『
21
世
紀
に
残
し
た
い
日
本
の
自
然

1
0
0
選
』（
1
9
8
3
年
朝
日
新
聞
社
）

や
『
名
水
1
0
0
選
』（
1
9
8
5
年
環

境
省
）
に
選
ば
れ
、
社
会
の
見
方
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

不
動
産
会
社
に
よ
る
周
辺
環
境
の
破
壊
が

続
い
た
た
め
、
保
全
に
必
要
な
土
地
を
買

い
上
げ
、
あ
る
い
は
借
り
上
げ
て
保
存
・

ゴ
ー
ル
は
活
動
が

不
要
に
な
る
こ
と

公益財団法人 柿田川みどりのトラスト　漆畑信昭会長
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漆畑 信昭氏 うるしばた のぶあき

プロフィール

外来植物の除去、抜草作業。活動は官民
が協力して行われています。

国の天然記念物・柿田川。富士山の伏流水が湧
水群から溢れ出し、川幅40～100m、長さ1.2km
の清流となって狩野川へ注いでいます。

上_トラストの募金活動によって取得した土地。2018年12月時点で募
金総額は約1億5,400万円、取得地は4,986㎡、借上地は905㎡となっ
ています。 下_富士山麓、浅木塚で行われている水源涵養林の植林
活動。これまでに延べ約6,500人が約23,500本の植樹をしました。

く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
や
柿
田
川
の
自
然

保
護
活
動
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
海
外
に
比
べ
る
と
環
境
へ
の
意
識
は

ま
だ
ま
だ
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
気
持
ち
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
行
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
足
り

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
柿
田

川
に
は
年
間
約
50
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
観
光
と
環
境
を
両
立
さ
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
も
、
行
政
や
企
業
と
と

も
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
財
団
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
は
富
士
山

や
柿
田
川
に
対
す
る
社
会
の
環
境
意
識
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、

私
た
ち
「
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
」

の
活
動
が
不
要
に
な
る
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1936 駿東郡清水町（昭和11）年生まれ。クラーク博士に憧れ
北海道大学に入学。卒業後は大手水産会社に就職し、全世界
を航海。海外赴任中に故郷・柿田川への思いが募り、1975 年
「柿田川自然保護の会」を設立。柿田川の名を全国に広めた
キーパーソン。現在も公益財団法人「柿田川みどりのトラスト」
会長として自然保護活動の先頭に立つ。
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柿田川の湧水とともに歩んだ人生
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